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論文内容の要旨
本論文は、締固め地盤の比抵抗特性を室内試験および現場盛土試験データに基づいて明らかにし、空気間隙率と比
抵抗変動係数に着目した盛土施工管理法、すなわち rRa-vaJ 管理法を提案するとともに、ゴム電極を用いた牽引式比
抵抗測定装置を開発して rRa-vaJ 管理法を実施工に適用し、面的管理法としての適用性について検証したものである。
第 1 章は序論であり、本研究の背景と目的、および本論文の内容と構成を述べている。
第 2 章では、密度比管理に関する問題点と現状の主な管理手法を整理するとともに、盛土管理指標について考察し
ている。その結果、管理指標としての空気間隙率は、締固めエネルギーに依存せず、力学的強度とよく対応する指標
であることを指摘している。
第 3 章では、比抵抗探査の原理、解析法と比抵抗の影響要因とともに、電極配置による比抵抗特性を検討している。
その結果、比抵抗に対する主な影響要因は空気間隙率と飽和度であり、比抵抗は盛土地盤の管理指標として適してい
ることを明らかにしている。
第 4 章では、締固め地盤の比抵抗特性を室内試験と現場盛土試験データに基づいて検討・考察している。その結果、
締固めによって空気間隙率が変化する盛土地盤の締固め度とぱらつきは、比抵抗によって評価可能であることを明ら
かにするとともに、締固め管理法の基礎的事項として、空気間隙率と比抵抗変動係数に着目すべきことを指摘してい
る。
第 5 章では、盛土施工管理法として rRa-vaJ 管理法を提案するとともに、その原理と特徴、および比抵抗変動係数
の簡便な求め方と実際の管理手順を提示している。
第 6 章では、 rRa-VaJ 管理法の特徴である面的管理に必要な、ゴム電極を用いた牽引式比抵抗測定装置を開発して
いる。この方法では、岩塊盛土に対しても従来法と同等な値が得られ、測定時間の大幅な短縮が可能であることを確
認している。
第 7 章では、数種類の土質について rRa-vaJ 管理法を用いた面的管理法の適用性を実施工において検証している。
その結果、粗粒材料に対しても締固めの平面的ぱらつきおよび局所異常部の特定が可能であり、また、比抵抗平均値
で地盤の物性値(空気間隙率)を評価する直接評価、および比抵抗変動係数を用いて締固めの均質性を評価する間接
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評価のクロスチェックが有効であることを明らかにしている。
第 8 章は結論であり、本論文の内容を総括するとともに、各章の内容を要約している。
論文審査の結果の要旨
近年、土木構造物の盛土施工は大型機械の導入による厚層施工、高盛土などに変化しつつあり、一方、盛土材料は
粗粒士や岩塊を用いる盛土が増加している。このような施工条件や盛土材料の変化に伴い、盛土の品質管理法も従来
法では対応が困難な場合や、品質管理測定が急速施工による施工サイクルとなじまない場合が多くなり、リアルタイ
ムの品質判定処理と面的管理が可能な新しい盛土施工管理手法の確立が望まれている。
本研究は、締固め地盤の比抵抗特性を室内試験および原位置試験データに基づいて明らかにし、その特性に基づい
た管理指標による盛土施工管理法、すなわち íRa-vaJ 管理法を提案するとともに、迅速かつ多量データの採取可能な
新しい牽引式比抵抗測定装置を開発して実施工に適用し、提案した íRa-vaJ 管理法の適用性を検証したものである。
以上の結果を具体的に要約すれば、以下の通りである。
(1) 空気間隙率が有効な盛土管理指標であることを明らかにするとともに、空気間隙率と高い正の相関性を示す見
かけ比抵抗によって、盛土の締固め度およびぱらつきの評価が可能であることを明らかにしている。
(2) 空気間隙率と比抵抗変動係数に着目した新しい盛土管理法を提案し、その原理と特徴および管理手順を提示し
ている。
(3) 迅速・多量データの採取可能な、ゴム電極をタイヤ周面に密着させた牽引式比抵抗測定装置を開発することに
より、大幅な測定時間短縮を可能にしている。
(4) 数種類の盛土材料を用いた実施工データに基づき、比抵抗平均値による直接評価と比抵抗変動係数による間接
評価のクロスチェックが有効であることを確認している。
以上のように、本論文は、厚層盛土と岩塊盛土、ならびに急速化施工に対応できる、比抵抗を用いた新しい盛土施
工管理法を提案したものであり、地盤工学および土木工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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